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戦争の準備ではなく平和の準備を 

     怖いですね、新しい「戦前」にさせないために 
『今年を”新しい戦前”にしてはならない。』 

岸田自公政府は「専守防衛」をかなぐり捨

てて大軍拡の危険な暴走を始めました。 

 強い懸念や異議が立場を超えて幅広い人

たちから急速に高まっています。 

 大きな反響、共感を呼んだのが、タレントの

タモリさんの発言です。昨年１２月２８日の「徹

子の部屋」で黒柳徹子さんから「「来年はどん

な年になりますかね」と聞かれ、「来年は新し

い戦前になるんじゃないでしょうか」と発言、

インターネットでたちまち話題をさらい、「”新

しい戦前”にさせないために」と共感の声が

相次ぎました。 

 岸田首相は昨年国民の声も聞かず、国会

も開かずに密室で「国家総動員体制」を狙う

軍拡の大暴走を閣議決定をしました。その中

身の中心は「敵基地攻撃能力」の保有です。 

  

   先制攻撃で日本は反撃・報復を受けて焦土か？             

敵基地とは日本政府の仮想敵は中国と北

朝鮮です。日本が攻撃を受けていないのに

先制攻撃を想定しています。日本の先制攻

撃は戦前に二度あります。一度目は中国・南

京空爆へ、二度目はハワイ・真珠湾攻撃で

す。 三度目？となる先制攻撃はアメリカから

莫大な国民の税金で購入する巡航ミサイル

「トマホーク」５００発で北京、上海、香港攻撃

ですか？ 岸田首相は中国・北朝鮮へ先制

攻撃をすれば必ず中国・北朝鮮から反撃、

報復があるのを想定しないのでしょうか。数

十倍のミサイル反撃・報復されても平気なの

でしょうか？ 今や中国の国力は昔の中国の

姿ではありません。中国の購買力平価換算

での GDP は日本の１０倍以上あります。軍備

も半端ではないでしょう。中国の先端科学・

技術生産力はアメリカさえ凌ぐと言われてい

ます。日本は継戦に必要なエネルギー・食料

はありません。中国の人工衛星・GPS はアメリ

カ以上の精密・正確で日本のインフラ（５４基

の原発、石油精製基地、鉄鋼、化学産業、

電気事業、全ての運輸/航空・船舶・鉄道な

ど、）は破壊され、焦土化されます。当然国

民は戦前のアメリカ軍の空爆に比べられない

ほどに死傷者が山のようになることは必定で

しょう。  
                                    

      今年は平和の準備の年にしましょう 
「９条の会」の呼びかけ人の加藤周一さん

は「戦争を準備すれば戦争になる確率が大

きい。もし平和を望むなら平和を準備したほう

がいい、戦争を準備しないほうがいいです。

準備は容易に本当の戦争の方に近づいてい

く。非常に早く、強く」と言われました。法政大

学前総長の田中優子さんは岸田政権の動き

を上げて、「日本が

戦時体制に入りつつ

ある」「だから反戦の

準備をしよう」と呼び

かけています。 

天王台後援会会長  

中村良雄
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５期目の星野市政に望むこと 
１月２２日我孫子市の市長に５期目の星野氏が

無投票で当選しました。 

我孫子市民は星野市長の１６年間の市政に満足し

ているのでしょうか。 

１６年前に立候補した時、「３期 12年まで」を公約し

ました。長期のマンネリ化を防ぐはずでしたが、こ

れからの４年間で、２０年間我孫子市の政治を行う

ことになりました。 

  市政に望む声を拾ってみました。 

  東葛６市で我孫子市だけ人口が減っている

のに対策がとられているのかしら？ 

 流山や柏市は若い世帯が増えているので、我

孫子市ももっと対策を取ってほしい。 

 保育や学校などの特色を出したらよいので

はないでしょうか。 

 我孫子には古墳、将門神社、白樺派文化人別

荘跡や、手賀沼や鳥の博物館などの見どころが

多く、加納治五郎などの有名人などの業績を使

って、もっと観光に力を入れればいいと思う。

我孫子駅を降りても、初めての人には「インフ

ォメーション・アビシルベ」が目立ちません。

不親切です。 

我孫子の発展について、長期ビジョンを

持った市政を望みます。 

特に時代の進歩は早いので、今までのイ

メージで市庁舎を立てる計画など、お金の

無駄遣いになると思うので、もっとスリム

化した市政運営を考えてほしいです。 

コロナ対策が不十分だったと思う。ＰＣ

Ｒ検査も柏市のように市独自でやってほ

しかった。 

我孫子市に保健所がないのでなかなか

思うように連絡が取れなかったので、不安

だった。まだ収束しないようなので、対策

をしっかりしてほしい。 

 給食費の補助金を全員に 1000 円出すことは

歓迎します。千葉県やほかの自治体などと足並

みをそろえることを考えずに、我孫子市の進ん

でいることは続けてほしい。 

 特に平和事業で「中学生を被爆都市に派遣」

や「平和の集い」などは、もっと充実させてほ

しいです。 

 給食の充実。栄養士の全校配置やアレルギー

児童生徒への給食実施など、これからも続けて

ください。 

   「東我孫子駅・バリアフリー化」・・・市と話し合いました。 
１月２４日、昨年末に我孫子市に提出した「東我孫子駅北側入り口のバリアフリー化」な

どについて市職員の方々とお会いして、要請書の中身について私たちの要望を実際の困難状

況の写真を見せ、解決策などを提示して詳しく話しました。 

 通学路については、市側から「学校やＰＴＡの方々と一緒に要望が出せるようにしてほし

い。」とのアドバイスをもらいました。またバリアフリー化については、再度要望書を提出す

ることになりました。  



笑って 免疫活性にして ガンも克服！？ 

ある免疫学の泰斗の説（＊）によれば、現

代のガン治療の 3 大手法＝手術切除、放射

線照射、抗がん剤投与 による方法は、ガン

の発生原因から考えれば、すべて対症療法

であり、ガンの根治という点からは有害な面

（転移が起きやすいなど）すらあるという。 

ガン組織は、細胞再生の最も活性な部分に

起き、強いストレスからくる交感神経の緊張に

よるリンパ球の減少、すなわち免疫力の低下

によって引き起こされると。強いストレスとは、

喫煙や過度の飲酒、糖尿病、日常の強い緊

張感などがあるという。 

コロナ不安だけでなく、岸田政権の危険な軍

拡、改憲、増税、原発など毎日頭に来てイラ

イラ、こんちくしょう！何とかならないかと、

日々ストレスの溜まるこの頃、これでは免疫

力が下がって身体

に悪いだけです。

頭を切り替えて、

免疫力を高める工

夫をしましょう。（針

治療など）免疫力

を高める方法でガ

ンが治癒する例も多々あるそうです。免疫力

を高めるもっとも簡便な方法は、物事のプラ

ス面を見ること、深い腹式呼吸や “笑う”こと

だそうです。口角を上げて、笑う努力・工夫を

して、世直し活動をしませんか？ 自公政権

に負けないように、笑いとばして日々元気に、

日本の夜明けを実現しましょう。 

（＊）安保徹 「免疫革命」講談社インターナ

ショナル 2003年 など 

そこで問題？  
次の川柳の元になる俳句の原句と作者を当ててください。 
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 ＊＊読書のお薦め＊＊ 
                     天王台 中村良雄 

  「曙光へテイクオフ」 
著者 井上文夫（我孫子市久寺家在住 民主主義文学会会員、元日本航空労働者）    

著書 「青空」「時をつなぐ航跡」「無限気流」「濃霧」など 

 

 著者の井上文夫さんは同じ企業で会社の組合分裂の中で昇給・昇格差別を

ともに闘った仲間です。この「曙光へテイクオフ」は N航空のコックピットで働くパ

イロットと客室乗務員の整理解雇に反対して仲間と共に闘うパイロット・北藤の成

長を元日本航空労働者作家が渾身の力を込めて綿密な取材をして完成された

長編です。 

                                                                                                   

「あの空に戻るまで絶対に諦めない」を合言葉に 

 この小説は昨年、日本共産党しんぶん「赤旗」日刊紙に長期連載して読者から

多くの評価を戴きました。 「2010年大晦日、N航空は自衛隊出身の北藤徹ら 165名のパイロッ

ト、客室乗務員を整理解雇した。解雇時点で人員整理目標は達成していたが、最高裁まで全て

解雇有効の判決。人間の尊厳をふみにじった整理解雇の狙いがもの言う労働者の排除にあること

を明らかにし、撤回を求めて仲間と共に闘う姿を描く長編です。 

 
 

市民アンケートにご協力ください 
  日本共産党市議団は、市民の皆さんからのご意見を２年ごとに伺っています。 

  国政、県政、市政へのご意見、生活や環境問題などでお困りのことなどぜひお寄せください。 

アンケート用紙についている返信封筒は切手を貼らずにお出しください。 

また今回は、ＱＲコードからも返信できますので、ご利用ください。 

我孫子市議団のホームページもご覧ください。 

第１７回 我孫子市九条の会総会 
 11月に行った「高田健さんの講演会」では、討論ができませんでした。 

今回は皆さんからの発言を中心に活動計画を話し合いたいと考えています。 

どうぞ、ご参加ください。 

日時  ２月２３日（木・祝日） １４時～16時 

会場      我孫子南近隣センター 

        （けやきプラザ８階 第１会議室） 

総会議事 ・情勢、活動報告  ・会計報告  ・活動計画 


